
かねはら小児科ニュースかねはら小児科ニュースかねはら小児科ニュースかねはら小児科ニュース    

潰
瘍
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
穿
孔
し
生
命

に
関
わ
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
と
く
に
リ
チ
ウ
ム
電
池
を
誤
飲
し
た

場
合
に
は
、
２
時
間
以
内
に
取
り
出
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

 

予
防
策
は
、
乳
幼
児
の
手
の
届
か
な
い
場

所
に
保
管
す
る
。
使
用
済
み
の
電
池
は
放
置

し
な
い
。
電
卓
や
玩
具
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
、

リ
モ
コ
ン
な
ど
ボ
タ
ン
電
池
が
入
っ
て
い
る

機
器
は
電
池
蓋
を
ガ
ム
テ
ー
プ
な
ど
で
補
強

す
る
、
な
ど
で
す
。 

 

食
品
食
品
食
品
食
品
に
よ
る

に
よ
る

に
よ
る

に
よ
る
窒
息
窒
息
窒
息
窒
息
————
子子子子
ど
も
は

ど
も
は

ど
も
は

ど
も
は
静静静静
か
に
か
に
か
に
か
に
苦苦苦苦
し
む
し
む
し
む
し
む    

 

食
べ
物
を
詰
ま
ら
せ
て
子
ど
も
が
亡
く
な

る
事
故
は
、
あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
消
費
者

庁
の
分
析
で
は
、
２
０
１
９
年
ま
で
の
６
年

間
に
、
死
亡
し
た
14

歳
以
下
の
子
ど
も
は
80

人
。
そ
の
７
割
が
２
歳
以
下
で
し
た
。
原
因

と
な
っ
た
食
べ
物
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る

51

人
を
見
る
と
、
今
回
の
報
道
の
よ
う
に
、

り
ん
ご
や
ぶ
ど
う
な
ど
の
果
物
を
詰
ま
ら
せ

て
亡
く
な
っ
た
子
ど
も
も
６
人
に
の
ぼ
り
ま

す
。 

 

あ
る
母
親
の
こ
と
ば
を
紹
介
し
ま
す
。

「
り
ん
ご
を
の
ど
に
詰
ま
ら
せ
た
時
、
長
女

は
、
声
も
出
さ
ず
、
暴
れ
も
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
突
然
、
唇
が
青
く
な

っ
て
い
っ
た
ん
で

す
。
あ
の
時
は
長
女
か
ら
ほ
と
ん
ど
目
を
離

し
て
い
な
か

っ
た
の
で
、
す
ぐ
に
気
付
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
が
、
も
し
誰
か
と
話
し
て

い
た
り
、
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
り
し
た
ら
気

付
か
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」 

    

幼
児
幼
児
幼
児
幼
児
はははは
使
用
使
用
使
用
使
用
をををを
避避避避
け
る
け
る
け
る
け
る
食
材
食
材
食
材
食
材

：：：：
ミ
ニ
ト
マ
ト

（
４
等
分
す
れ
ば

Ｏ
Ｋ
）
、
ナ

ッ
ツ

・
豆

類
、
う
ず
ら
の
卵
、
あ
め
、
ラ
ム
ネ
、
丸
い

チ
ー
ズ

（加
熱
す
れ
ば
Ｏ
Ｋ
）
、
ぶ
ど
う

・

さ
く
ら
ん
ぼ

（皮
も
口
に
残
る
）
、
餅
、
白

玉
だ
ん
ご
、
い
か 

    

工
夫
工
夫
工
夫
工
夫
し
て
し
て
し
て
し
て
与与与与
え
る
え
る
え
る
え
る
食
品
食
品
食
品
食
品

：：：：
糸
こ
ん
に
ゃ
く

・
し

ら
た
き

（
１
セ
ン
チ
に
切
る
）
、
ソ
ー
セ
ー

ジ

（縦

半
分

に
切

る
）
、
え

の
き

・
し
め

じ

・
ま
い
た
け

（
１
セ
ン
チ
に
切
る
）
、
わ

か
め

（細
か
く
切
る
） 

    

対
応
対
応
対
応
対
応

（（（（消
費
者
庁

消
費
者
庁

消
費
者
庁

消
費
者
庁
））））    

・
果
物
は
噛
み
砕
い
て
細
か
く
し
て
い
て
も

固
さ
や
切
り
方
に
よ
っ
て
は
詰
ま
り
や
す
い

の
で
注
意
。 

・
り
ん
ご
や
梨
は
離
乳
食
完
了
期
ま
で
は
加

熱
し
て
提
供
。 

・
遊
び
な
が
ら
物
を
食
べ
さ
せ
な
い
。
食
べ

物
を
口
に
入
れ
た
ま
ま
会
話
さ
せ
な
い
。 

・
食
事
中
に
び

っ
く
り
さ
せ
な
い
。
食
べ
る

こ
と
を
強
要
し
な
い
。
食
事
中
は
い
つ
も
そ

ば
で
観
察
す
る
。 

    

応
急
処
置

応
急
処
置

応
急
処
置

応
急
処
置    

・
「背
部
叩
打
法
」 

片
方
の
腕
で
子
ど
も
を
抱

え
、
頭
が
下
に
な
る
よ
う

に
う
つ
伏
せ
に
し
背
中
の

真
ん
中
を
力
強
く
、
連
続

し
て
叩
く
方
法 

・
「
ハ
イ
ム
リ
ッ
ク
法
」 

子
ど
も
の
後
ろ
か
ら
両
腕

を
回
し
、
片
方
の
手
で
握

り

こ
ぶ
し
を

つ
く
り
ま

す
。
そ
し
て
、
へ
そ
と
み

ぞ
お
ち

の
間

で
握
り

こ

み
、
上
に
向
け
て
突
き
上

げ
る
よ
う
に
圧
迫
す
る
方
法 

  

    すくすくすくすくすくすくすくすく    
NO.NO.NO.NO.９２９２９２９２    令和５年７月１日発行令和５年７月１日発行令和５年７月１日発行令和５年７月１日発行    

子子子子
ど
も
の

ど
も
の

ど
も
の

ど
も
の
誤
飲
誤
飲
誤
飲
誤
飲

・・・・
窒
息
事
故

窒
息
事
故

窒
息
事
故

窒
息
事
故
のののの

予
防
予
防
予
防
予
防
とととと
対
応
対
応
対
応
対
応    

     
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  
 

 

こ
の
数
ヶ
月
、
小
さ
な
子
ど
も
の
食
べ
物

に
よ
る
窒
息
や
転
落
事
故
の
報
道
が
目
に
つ

き
ま
し
た
。
外
来
で
も
、
誤
飲
、
や
け
ど
、

転
落
な
ど
で
受
診
さ
れ
る
子
ど
も
が
多
い
よ

う
で
す
。
今
回
は
、
子
ど
も
の
誤
飲
や
窒
息

事
故
の
予
防
と
対
応
に
つ
い
て
の
お
話
で

す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

幼
児
期

幼
児
期

幼
児
期

幼
児
期
のののの
誤
飲
誤
飲
誤
飲
誤
飲    

 

幼
児
は
好
奇
心
旺
盛
で
、
な
ん
で
も
口
に

入
れ
よ
う
と
し
ま
す
。
小
さ
な
子
ど
も
の
口

の
大
き
さ
は
直
径
約
４
セ
ン
チ
で
、
喉
は
細

い
の
で
口
の
中
に
入
る
も
の
は
何
で
も
窒
息

や
誤
嚥
の
原
因
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
幼
児
期
の
誤
飲
で
頻
度
が
高
い
も
の

は
、
多
い
順
に
、
①
た
ば
こ
、
②
薬
品
、
③

食
品
、
④
玩
具

（お
も
ち
ゃ
）
、
⑤
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
、
⑥
金
属
製
品
、
⑦
洗
剤
類
、

⑧
文
具
類
、
⑨
電
池
な
ど
で
す
。
手
の
届
か

な
い
と
こ
ろ
に
置
き
ま
し
ょ
う
。 

 

怖怖怖怖
いいいい
！！！！
ボ
タ
ン

ボ
タ
ン

ボ
タ
ン

ボ
タ
ン
電
池
電
池
電
池
電
池
のののの
誤
飲
誤
飲
誤
飲
誤
飲    

 

乳
幼
児
の
電
池
誤
飲
事
故
は
世
界
的
に
増

え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
き
ら
き
ら
と
金
属
光
を

放
つ
ボ
タ
ン
電
池
は
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
や
電

卓
、
ゲ
ー
ム
機
な
ど
の
玩
具
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ

ト
な
ど
に
広
く
使
わ
れ
、
約
１
〜
２
セ
ン
チ

と
い
う
サ
イ
ズ
か
ら
食
道
に
引
っ
か
か
り
ま

す
。
電
池
が
体
内
に
入
る
と
胃
酸
な
ど
の
消

化
液
で
外
装
が
壊
れ
、
タ
ン
パ
ク
質
を
溶
か

す
性
質
の
あ
る
ア
ル
カ
リ
性
の
物
質
が
出
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
食
道
や
胃
腸
が

院
長
院
長
院
長
院
長    

金
原
金
原
金
原
金
原    

洋
治
洋
治
洋
治
洋
治 



 

発行人    かねはら小児科 金原 洋治 
            山口県下関市生野町2‐28‐20 

             083‐２52‐2112 

HPURL  http://www.kanehara-syonika.com              

夜間急病診療所のご案内夜間急病診療所のご案内夜間急病診療所のご案内夜間急病診療所のご案内    

夜間の急病時には夜間急病診療所をご利用下さい。 

場 所  下関市大学町２丁目（市大近く） 

診療時間 １９時～２３時 電話番号 252-３７８９ 

    休休休休    診診診診    日日日日    
 ８月１１日（金）～１６日（水） 
 ※８月１５日（火）は休日当番医 
 

 院長不在日（学会・講演・会議）院長不在日（学会・講演・会議）院長不在日（学会・講演・会議）院長不在日（学会・講演・会議） 

 ８月１０日（木） 

 

編集後記 

 学校でも黙食が終わり、高校３年生にして初めてお友

達と向かい合ってお弁当を食べることができた息子。み

んなのお弁当に卵焼きが入っていたこと、おしゃれな洋

食のお弁当の子がいたことなど、嬉しそうに話してくれ

ました。母にとっても嬉しい出来事でした！ (らこすけ) 

～お家で簡単！手作りおもちゃ～ 

            「金魚釣り」「金魚釣り」「金魚釣り」「金魚釣り」    
    

★用意するもの 

・ペットボトルのキャップ（好きなだけ） 

・ビニールテープ（黒・赤など） 

・強力マグネット 1袋（20㎜20個入り） 

・手芸用目玉 1袋 

・割りばし 1つ  ・麻紐40㎝ 

・ティッシュペーパーの箱 1箱 

・飾り付け用の色紙やシール 
 

★作り方 

①ペットボトルのキャップの中に強

力マグネットを1個入れる。キャップ

2個で1セットとし、ボンドで上下を

くっつける。 
 

②上下をビニールテープで巻く。 
 

③側面にもビニールテープを巻き、

初めと終わりを３㎝ずつ残して切

る。残した部分同士をくっつけて金魚 

の尾の形にカットする。 
 

④手芸用目玉をボンドで貼る。 
 

⑤強力マグネット３個を重ねて麻紐で

結び、テープを巻く。もう一方の端

を割りばしに巻きつけて、割りばし

を好きな色のビニールテープで巻

く。（釣り竿） 
 

⑥ティッシュの箱を飾り、金魚を入

れる。 
 

 

   釣り竿で金魚を釣ってね。 

   たくさん釣れるかな？ 

 

病児保育室「ここいえ」通信病児保育室「ここいえ」通信病児保育室「ここいえ」通信病児保育室「ここいえ」通信    

 
 長かった３年間、ようやく日常が戻りつつありま

す。少し心の余裕も出てきているように感じます。 

 「褒める」ということについて、考えてみたいと思

います。 

 大人も子どもも、褒められるとうれしい気持ちにな

ります。ましてや子ども達は、褒められることでやる

気が増したり、元気が出てくるのです。「できた」と

言う結果だけでなく、頑張っている過程をしっかり認

めて褒めてあげてください。結果を求めすぎないよう

にしましょう。歩き始めのころは、転んでも「すごい

ね。上手。」と褒めていたことでしょう。褒められる

から、転んでも頑張って何度も立ち上がって歩いてい

ました。褒められることで、やる気がわいてきます。

小学生になるとやる気のスイッチが入りにくくなると

いわれます。そんな時こそしっかり褒めましょう。ま

た、大人も褒める言葉をいくつも持っていることが大

切です。「上手」だけでなく、「きれいにできている

よ」「素敵だね」など、日ごろからいろいろと探して

おきましょう。お子さんのいいところを１日30回褒

めてみてください。          （みもざ） 

    栄養相談日栄養相談日栄養相談日栄養相談日    

  栄養士が担当します。子どもさんの栄養に関するこ

と何でも相談してください。    

 時間 １４時から１６時まで 

 ７月 ５日(水)  ７月１９日(水) 

 ８月 ２日(水)  ８月２３日(水)   

 ９月 ６日(水)  ９月２０日(水)    

 

～こころ と からだ～ 

        ココロ・コロコロココロ・コロコロココロ・コロコロココロ・コロコロ    
マスク着用についてマスク着用についてマスク着用についてマスク着用について    

 

 令和５年３月１３日より当院では「乳幼児健診・予

防接種」の時間帯は医師・職員のマスクは原則着用し

ません。 

 保護者の皆様におかれましても、マスクを着用され

なくてもかまいません。医師・職員のマスク着用を希

望される方はご遠慮なく申し出てください。 

100円ショップ 

で購入可能 

 

＊おすすめの絵本＊＊おすすめの絵本＊＊おすすめの絵本＊＊おすすめの絵本＊    
    

『すきなこと『すきなこと『すきなこと『すきなこと    にがてなこと』にがてなこと』にがてなこと』にがてなこと』    

作：新井洋行作：新井洋行作：新井洋行作：新井洋行    

絵：獄まいこ絵：獄まいこ絵：獄まいこ絵：獄まいこ    

発行所：株式会社くもん出版発行所：株式会社くもん出版発行所：株式会社くもん出版発行所：株式会社くもん出版    
  

きみの「すきなこと」「にがてなこと」は何ですか。 

きみの「にがてなこと」をぼくの「すきなこと」でお

ぎなえば大丈夫。 

みんながまあるくつながっていく絵本です。 


